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【目的】近年、性同一性障害（以下 GID とする）の若年層の増加が報告されている。今回、実際に看
護教育における GID学生の受け入れの実態を調査したので報告する。 
【方法】対象：看護系専門学校、短大、大学の基礎看護技術担当者 701名（1校 1名）。回答が得られ 
た 261名（回収率 38.1％）の内、GID学生を受け入れた経験がある 23名を分析対象とした。調査方法： 
無記名自記式質問紙にて郵送法で実施した。質問項目は「GIDの文献等からの情報を得た経験の有無」 
「GIDの教育（研修）の有無」「受け入れた GID学生のタイプ」「受け入れに生じた問題点」「問題点に 




【結果】GIDの情報収集を行った者が 16名、研修等の教育を受けた者が 5名であった。GID学生受け 
入れ人数は、1名が 20校、2名が 3校であった。GID学生のタイプは、生物学的性別が男性で自己認 
識の性別が女性の場合が 9名、その逆の場合が 17名であった。教育上生じた問題点は「ゼミ合宿など 
















【発表状況】 第 37 回日本看護研究学会学術集会にて発表予定である。 
